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音質に悪影響を与える内外部振動を徹底排除ず 
る高剛性ボディコンストラクシヨン 

^カニズムを支えるシャーシには1日 mm 厚、質量4.日 2 k 呂 
のスチール製ボトムフレームを探用。外装部にはフ□ント 
パネル、天板-底板-側板とわ肉厚のアル S 材を採用し、 
ボディ全体を ES 日 TER に独自の焼入鋼ピンポイントフッ 
卜(特許出願中)で支持。メカニズム取付けの高精度化と塵 
体の高剛性-無共振化を徹底しています。気品のあるシヨ 


エソテリック製品をお買い上げいただき、誠にありびとう 
ございます。 

エソテリック製品は、最良の音質で末ホくお使いいただく 
ために、一台一台を厳しい品質管理のもとに製造しており 
ます。最良のコンデイシヨンでお使いいただくために、ご 
使用になる前にこの取扱説明書をよくお読みください。ま 
た、お読みになったあとは、いつでも見5れるところに保 
証書と一緒に大切に保管して < ださし、。 

末永くご愛用くださいますよラ、お願い申し上げます。 
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さ5に進化した SACD 用 VRDS メカニズム 

(マグネシウム製ターンテーブル及び SS 400ブリッジ採用) 

VRDS メカニズムは、ディスクと同径の夕ーンテーブルに 
ディスクを確実にクランプさせることによりディスク自身 
の持つ固有振動やメカニズム系の不要振動を徹底排除し、 
ディスクにゆるやかな傾斜を与えることによりディスクの 
反りや歪みを屬正するメカニズムです。さ5に、光学ピッ 
クアップとディスクのピット面の相対光軸精度び向上する 
ため、ディスク読み取り エラーの 減かやク□ック回路への 
タイミング エラー 発生防止にわ効果を発揮します。 

P - 日 1には、 SACD 巧に要求される高速回転と飛躍的な精 
度を実現するために、比重びアル S の2/3で振動聴収性に 
優れたマグネシウムのターンテーブルを採用しました。さ 
5に精密ボールベアリングをペアで使巧し、ブリッジには 
2 日 mm 厚の SS 4 日日を 使用して] 日 mm 厚の鉄製フレーム 
構造に直結しています。 


ネオジウムマグネット採用のコアレス式モーター 

大径夕ーンテーブルを SACD 巧に高速回転させるために、 
長寿命3相ブラシレス-スピンドルモーターを新開発しま 
した。精密ボールベア U ングで強固に固定されたターンテ 
ーブルと相まって、回転ムラと振動を徹底的に抑えています。 
ネオジウムマグネットによる磁気回路は磁場解析などによ 
り最適化され、モータードライブ電流の変動を少なくして、 
オーディオ回路などへの影響を減5しています。 


光軸の傾きを発生させないピックアップと速度 
帰還制御スレッド送り 

光ピックアップに高剛性の軸摺動方式を採用することによ 
って、レンズび傾かず、レーヴー光軸は常に垂直に保たれ 
ます。スレツド送り部分にはエソテリツクオ U ジナルのホ 
-ル素テ検出型3相ブラシレスモーターを使用し、高速ア 
クセス用には速度帰還制御を巧うことによって、応答性に 
優れ、途切れのない滑5かな連続移動び可能にな0ました。 
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—トスクラッチで仕上げた肉厚のアルミ材のフ□ントパネ 
ル、天板-底板-側板、さらに曲線を採用した四隅のコー 
ナー部にち採用したアル S 材のデヴインは、匡体の高剛 
性-無共振化と共に最高峰の SACD / CD トランスポートに 
ふさわしい品位と風格を釀しだしています。 


電源部と本体部を完全分離 

電源ユニットはあえてトランスポートの性能をフルに発揮 
させるため本体よ0分離しました。しかも電源はメカニズ 
ム. モーター 駆動用、よ0正確にピックアップの データを 
読み取るための信号処理用とアップコンノ（ーター、ク□ッ 
ク回路などのデジタル信号処理用の3トランス構成。なお、 
メカニズム-モーター，駆動用とデジタル信号処理用のトラ 
ンスには電流の□スびがない瞬発力の優れた W 巨トランス 
を採用しています。 


CD のアップコンバート機能 

デジタルオーディオ出力は、高精度水晶発振器(温度特性 
を含め + 3 ppm ) の採用と DSRLL III 回路により、ジッタ 
—の低減とアップコンバートび行われ出力されまず 。 CD 
再生時はアップ]ンバート機能により最大 fsl 白 2 l < Hz で出 
力巧能です。 

SACD は DSD 信号 ( 1 b け目 4 fs ) のまま出力されます。 


デジタルオーディオ出力端子 

出力端子は、アップコンパート出力として XLRX 1 系統 
に S - LINK 出力時は L R . C , SW . LS . RS の目端テ 、 Dual 
AES 出力時はし R の2端テ、 XLR 出力時は L / R 端子を使 
巧します)、 RCAX 1 系統 ( L / R 端テ)、 IEEE ] 3目 4X2 系統 
を装備し、アップコンバート機能のない出力として 
RCA ( N 日 RMAL ) X 1系統を装備しています。 

RCA 端テからは、 SACD は出力されません。 


SACD のデジタル出力を可能にした、エソテ 
リックの独自フオーマット ES 丄 INK 

SACD のデジタル出力は、 XLR 端テを使った ES 日 TER に 
の独自フオーマット ES 丄 INK 、 または IEEE 1 394インタ 
ーフェースによ0出力されます 。 XLR DUAL 出力び選択 
されている状態で SACD を再生すると、自動的に ES-LINK 
フオーマットでの出力となります。現時点で ES - LINK に対 
応している D / A コンバーターは、ペアとなる ES 日 TER に 
モノラル D / A ] ンバータ ー「 D - Ol 」 のみです。 


WORD SYNC 

WORD SYNC 機能により、か部か5の W 日 RD ク□ック 
に同期することびでをます。入力可能周波数は、 
44.1 /88.2/17目.4/48/白目/192/10曰 kHz です 。 WORD 
ク□ックと出力 Fs び同じ周波数のときには、 W 日 RD ク□ 
ックと出カデジタル信号の位相差を]日 U 内にする仕様 
としました。入カポジションには、通常の IN モードと Rb 
IN モードびあり 、 Rb IN び選択された場をには、ルビジ 
ウムのような高精度ク□ックとの同期に特化した PLL 回路 
び選択されます。 


内部配線材、電源の DC ケーブル線材にも最高 
性能を追求 

内部配線がや付属 AC ケーブルと電源ユニットと本体をつ 
なぐ DC ケーブルには、高純度目 N 銅を導体に使って、ピュ 
アーで高分解能とテクスチャアーを併せわつサウンドを追 
巧しました。目 N 銅線材の被覆には音質と環境性を考慮し 
たポ U オレフィンを使っています。またその他の線がの 
被覆も、 PVC を使わないものとしました。この高純度日 N 
銅ケーブルは ES 日 TER に 「 MEXCEU インターコネクトケ 
ーブル、 8 N 銅パワーケーブルと同様に株式会社アク□ジ 
ヤパンの協力により共同開発いたしました。 
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安全にお使いいただくために 

この取扱説明書では、製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害や財産への 
損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意なは次のよラになつ 
ています。内容をよく理解してから本文をお読みください。 


表示の意味 


/ K 言告 

この表示を無視して誤った取り扱し馆すると、 
火災や感電などによって、死亡や大怪我など 
の人身事故の原因となります。 


/ K ミ主意 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、 
感電やその他の事故によって、怪我をしたり、 
周辺の家財に損害を与えたりすることがあり 
よ 〇 


ま意を促す記号 

A 

一般的なミち意 

行為を禁止する記号 


0 


禁止 

分解禁止 

行為を指示する記号 



〇 

電源、プラグをコン ー 

-般的な強制 

セントか5抜け 



A 巧女 パーむ下の内容を無視して誤った取り扱いをすると、义災ゃ感電などによって、 
/!\胃 D 死 t ゃ大怪我などの人身事故の原因となります。 

を 

万一、異常び起さた 5 

煙が出たり、変なにおいや音がずるときは。 

機器の内部に異物や水などが入ったときは。 

この機器を落としたり、キャビネットを破損したときは。 

すぐに機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントか b 抜いてください。 
異常状態のまま使用すると、乂災•感電の原因となります。販売店または弊社サー 
ビス部門に修理をご依頼ください。 


4 












A mscM - む下の内容を無視して誤った取り扱いをずると、义災ゃ感電などによって、 

/!\ 目 口 死 t : ゃ大怪我などの人身事故の原因となりまず。 


電源コードを傷つけない。 

電源コードの上に重いちのをのせたり、コードを本機の下數きにしない。 

電源コードを加工したり、お理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱した 
りしない。 

コードび破損すると乂災-感電の原因となります。万一、電源コードび傷んだ日(お 
線の露出、断線など)、販売店または弊社サービス部門に交換をご依頼ください。 

Q 

電源プラグにほこりをためない。 

電源プラグとコンセントの間にゴ S やほこりび付着すると、火災-感電の原因とな 
ります。電源プラグを抜いてから、ゴミやほこりを取り除いてください。 


交流 100 ボルトじ(がの電圧で使用しない。 

この機器を使用でさるのは日本国内のみです。表示された電源電圧(交流 100 ボル 
卜似外の電圧で使巧しないでください。また、船舶などの直流 (DC) 電源には接続し 
ないでください。乂災-感電の原因となります。 


機器の上に巧びんや水などが入った容器を置かない。 

内部に水び入ると乂災-感電の原因となります。 


この機器のカバーは絶対にがさない。 

カバーを開けたり改造すると、火災•感電の原因となります。内部の点検•修理は 
販売店または弊社サービス部門にご依頼ください。 

〇 

この機器を設置ずる場合は、壁か日 20 cmU 上の間隔をおく。また、放熱をよくす 
るために、他の機器との間はかし離して置く。 

ラックなどに入れるときは、機器の天面か 5 己 cm む上、背面か 5 10 cm む上のずき 
まをあける。 

内部に熱びこちり、乂災の原因となります。 










A 、壬一 L ソ下の内容を無視して誤った取り扱いをずると、感電やその他の事故によ 
/!\/±局って、怪我をしたり、周辺の家財に損害を与えたりすることがありまず。 


才ーディオ機器、スピーカー等の機器を接続する場合は、各々の機器の取扱説明書 
をよく読み、電源を切り、説明に従って接続する。 

また、接続は指定のコードを使巧する。 

〇 

電源を入れる前には音量を最ルにする。 

突然大さな音び出て聴力障喜などの原因となることびあります。 

この機器は約吕 8 kg あり大変重いので、開捆や持ち運びの際はけがをしないように 
ま意する。 

Q 

ぐらついた台の上や傾いた所などすを定な場所に置かない。 

湿気やほこりのをい場所に置かない。 

調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があたる場所に置かない。 

火災-感電やけびの原因となることびあります。 

電源コードを熱器具に近付けない。 

コードの被ふくび;'容けて、乂災-感電の原因となることびあります。 

濡れた手で電源プラグを抜を差ししない。 

感電の原因となることびあります。 

電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張5ない。 

コードび傷つさ、乂災•感電の原因となることびあります。必ずプラグを持って巧 
いてください。 

ディスクの挿入□に手を入れない。 

特におモ様にはごま意ください。けびや故障の原因となることびあります。 


移動させる場合は、電源スイッチを切り、がず電源プラグをコンセントか5抜き、外 
部の接続コードを外す。 

コードび傷つさ、乂災-感電の原因となることびあります。 

を 

旅行などで長期間この機器を使用しないときは、安全のため必ず電源プラグをコン 
セントから抜く。 

お手入れの際は安をのため電源プラグをコンセントか5抜く。 

感電の原因となることびあります。 
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使用上のを意 


付属品の確認 

万一、付属品に不足や損傷びありました5、お買い上げに 
なった販売巧または弊社サービス部門にご連絡くださし、 

電源コード XI 
DC 電源接続コード X 2 
U モコン ( R 巳-曰8已 ） X 1 
U モコン用乾電池禅 3) x 2 本 
フエ J レト X 8 枚 
取扱説明書 XI 
ご愛巧ちカード X] 


設置について 

本機の底板には、工具鋼を焼さ入れ処理した高硬度ピン 
ポイント脚と鉄製の脚び強固に取り付けられています。 

フットスタンドはぐらついた状態になっていますび、設 
置するとピンポイント支持になり、振動を効果的に分散 
させます。 


ピンポイント脚 



フツトスタンド(鉄製） フットスタンドび落ちない 

よラに止めるためのネジ 


♦本機は大変重いので、設置の隙は、けびをしないよラに 
十分ごを意ください。 

♦床を傷付けたくない場合は、フットスタンドの裏に付属 
のフェルトを貼ってお使いください。 

♦ちの前脚を回して、ガタつきびないように高さを調節し 
て < ださし、。 


電源の極性管理について 

本磯はよ0良い音質を得るために、電源の極性管理をし 
ていまず。付属の電源コードのプラグ部分に、く！>び刻 
印されている方びアース側です。 

一般的に、家庭巧電源コンセントの差し込み口は、長い 
溝のでび アース 側です。<!>び付いている側の差し込み 
刃をコンセントの長い溝のちに差し込んでください。な 
お、極性管理されていない電源コンセントに接続すると 
さは、電源プラグを逆に差し込んでみるなどの方法で音 
質の良いちを選択してください。 



お手入れ 

トップカノ く一やパネ j レ面のミちれは、薄めた中性洗剤をか 
し含ませた柔5かい巧でおいたあと、固く絞った巧でが 
拭をしてください。 

ゴムやビニー J レ製品を長時間触れさせると、キャビネッ 
卜を傷めることびありますので避けてください。化学ぞ 
ラさんやベンジン、シンナーなどで拭かないでくださ 
しん表面を傷める原因となります。 

A お手入れはを全のため電源プラグをコンセントか6巧 
いて行ってくだをい。 
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使用上のま意 ディスクについて 


♦本機の上には物を置かないでください。 

♦ 直射曰光び当たる場所や暖房器具の近くなど、温度び高 
くなるところに置かないでください。また、アンプなど 
熱を発生する機器の上には置かないでください。 

♦ 再生中はディスクび高速回転しているので、本磯を持ち 
上げたり動かしたりしないでください。ディスクを傷つ 
ける恐れびあ0ます。 

♦ ガラスドア付さラックに設置した場を、ガラスドアを開 
めたまま U モ]ンの日 PEN / CL 日 SE ボタン ( A ) を押して 
ディスクトレーを開けないで<ださい。強い力でディス 
クトレーの動きび測ブられると、故障の原因になります。 

♦本機を移動した0、引っ越しなどでお包する場含は、必 
ずディスクを取0出してください。ディスクを内部に入 
れたまま移動すると、故障の原因とな0ます。 

♦ 安定した場所に設置してください。 

♦テレビ放送の電波状態により、本機の電源を入れたまま 
テレビをつけると画面にしま模様び出る場をびあ0ます 
び、本機やテレビの故障ではあ0ません。このよラな場 
合は本機の電源を切ってください。 


結露現象について 

本機を寒い戸外か5暖かい室内に持ち込んだり、設置し 
た部屋の隱房を入れた直後などには、動作部やレンズに 
水滴びついて正常に動作しないことびありまず。この場 
合は、電源を入れて]〜2時間そのまま放置してくださ 
い。正常に再生できるようになります。 


下の表に表示されているマークはディスクレーベル、また 
はジヤケットに付いています。本機はこの表のディスクを 
アダプターなしで再生することびできます。 

この表のディスク外は再生できません。 


本機で再生できるディスクの種類とマーク 


SACD 

SUPER AUDIO CD 

SAC □と DSD は登録商標です。 

音楽用 CD 

抽帽厘 

DIGITAL AUDIO 


上記 ly 列のディスクを再生ずると、大音量のノイズを発生 
してスピーカーを破損したり、聴覚を傷付ける恐れがあり 
まず。上記 ly がのディスクは絶巧に再生しないでください。 


♦ DVD ビデオ、 DVD オーディオ、ビデオ仁□などは再生 
でさません。 

♦ DVD - ROM 、 CD - R 日 M などは再生できません。 

♦コピーコント□-ル CD など、 CD の標準規格に準拠し 
ていない特殊なディスクは正常に再生でをないことがあ 
0ます。本機で特殊なディスクを使用した隙の動作や音 
質については保証致しかねまず。特殊なディスクの再生 
に支障びある場合は、該当するディスクの発売元にお問 
い含わせください。 


CD - R / CD - RW について 

本徽ま音楽 CD フオー マツ トで記録された CD - R / CD-RW 
を再生することびできます。 

♦ CD レコーダーで作成したディスクは、忘れずにフアイ 
ナライズして < ださし、。 

ディスクの品質、記録の状態によっては再生できないこと 
がありまず。詳しくはお手持ちの機器の説明書をお読みく 
ださい。 









ディスクの取り扱い 

♦ディスクはレーベル面を上にしてセツトしてください。 

♦ディスクをケースか5取り出すとさは、必ずケースの中 
むを一度押して、ディスクのが周部分を手ではさむよう 
に持って< ださい。 

取り出し方 ディスクの正しい持ち方 


♦信号記録面に指紋やほこりびついた5、柔5かい布で 
巧側中むか5外側へ直角方向に軽くおいてください。 
ディスクのちれは画質-音質低下の原因となりますの 
で、いつちされいに清掃して保管してください。 



♦レコードクリーナー、帯電防止剤、ベンジン、シンナ 
一などで絶対に}式かないでください。これ5の化学薬 
品で表面び侵されることがあ0ます。 

♦ 直射日光び当たる場所や、高温多湿な場所には放置しな 
いで < ださい。 

♦ レーベル面に紙などを貼ったり、ボールペンなどで艾 
字を書かないでください。 

♦再生び終ったディスクは、必ずケースに入れて保管し 
てください。そのままディスクを放置するとそりやキ 
ズの原因となります。 

♦ディスクにラベルなどを貼5ないでください。ディス 
クにセ□八ンテープやレンタルディスクのシールなど 
をはびしたあとびあるちの、またシールなどか5糊び 
はみ出ているちのは使用しないで<ださい。そのまま 
本磯にかけると、ディスクび取り出せなくなった D 、 故 
障の原因となることびありまず。 


♦ 市販の C □用スタビライヴーは、絶対に使用しないで<だ 
さい。再生できなくなったり、故障の原因となります。 

♦ ヒビび入ったディスクは使巧しないで<ださい。 

♦八ートおや y V 角形など特殊あ状のディスクは、機器の故 
障の原因となりますので使巧しないで<ださい。 



0 

お 

の 


♦本機は VRDS ターンテーブルメカニズムを使用していま 
すので、ディスクのレーベル面びミちれていると、ディス 
クが夕ーンテーブルに貼り付いてしまう原因となります。 
ディスクのレーベル面にミちれびついた5、柔5かい巧な 
どで拭き取ってください。 
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接続1 


口 ft 

ACIOOV 


電源部 



A 接続時のミ主意 


♦ 全ての接続び終わつてか5電源プラグを差し込んでください。 

♦接続する機器の取扱説明書をよく読み、説明に従って接続してください。 


本体 


XLR ピン番号 


1.COMMON 
)2. HOT け） 
3.COLD (-3 




DC 電源ヶ—ブルの矢印 
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□ デジタル音声出力端子 

デジタル音声を出力します。 D / A コンバーター ( D - 
01など)のデジタル入力端子と接続してください。 


接続には市販のケーブルをお使いください。 

XLR :バランス型 XLR デジタルケープル 
RCA : RCA 同軸デジタルケーブル 
IEEE 1394( i . LINK ) : 

S 4 日〇巧応の目ピンのし LINK ケーブル 
( IEEE 13目4ケーブル） 


SACD のデジタル音声を出力ずるためには、エソテ 
リツクの ES - LINK 巧応の D / A コン/ (—夕 一( D -0 1)、 
または IEEE 13日4端モ(し UNK ( AUDIO ) 端子)のあ 
る D / A コンバーターが必要でず。 


エソテリックの D -01 または D -70 と接続ずる場合は、 
14〜16ぺージの接続例をご覧ください。 


D / A コンバーターに IEEE 13目4端テがない場合は、 
P -01 の FL / FR ( XLR または RCA ) を D / A コンパ'—夕 
—のデジタル入力端子と接続してください。この場 
合、 SACD のデジタル音声は出力でさません。 


♦ IEEE ]3吕4端テ( i 丄 INK ( AUDI 日)端テ)は、接続した 
機器との双方向のデータ転送び可能なインターフエ 
ースです。入力/出力の区別はありません。 

♦ 現時点では、 RCA の C / SW 端テと LS / RS 端テか5は 
デジタル音青を出力しません。 ES - UNK 対応機器び 
接続されていない場合は、 XLR の C / SW 端テと 
LS / RS 端テか5わデジタル音声を出力しません。将 
来、バージョンアップして DVD オーデイオの再生び 
巧能になると、 DVD オーデイオのマルチチャンネル 
のデジタル音声を出力でさるよラになります。 


□ デジタル音声出力端子 (NORMAL) 

通常のデジタル音青を出力します。 

本機のデジタル出力端モ ( N 日 RMAL ) を、市販の RCA 
同軸デジタルケーブルを使って、デジタル録音機器 
に□レコーダーなど)のデジタル入力端テと接続しま 
す。 

♦この端テを使ラとをは、「デジタル出力端子 
( N 日 RMAL ) の設定」 ( D - 日 UT Norm ) を日 N にしてく 
ださい。 （33 ページ） 

♦ SACD のデジタル音声は出力でさません。 

♦ アップコンバートした信号は出力でをません。 


Q つー ドシンク入力端子 [WORD SYNC IN] 

同期信号を入力します。 

市販の巨 NC 同軸デジタルケーブル(インピーダンスび 
7已 n のもの)を使って、 D / A コンバーターまたはマ 
スターク□ックジェネレーターのワードク□ック出 
力端テ (WORD SYNC 日 UT ) と接続してください。 


□ アース端子 [GND] 

本体と電源部の S に NAL GND を市販のビニール電 
線でアース接続すると、音質び良くなることびあり 
ます。 

♦ 安全アースではありません。 


エソテリックでは、 U フアレンスとしてエソテリック 
MEXCEL ストレスフリー 7N ケーブルを使用していま 
す。エソテリック MEXCEL ケーブルシ U —ズは、じ ( 
下のちのび発売されています。 

RCA オーディオケーブ J レ XLR デジタルケーブル 
XLR オーディオケーブル 巨 NC デジタルケープル 
RCA デジタルケーブル スピーカーケーブル 


11 




接続 2 


□ DC 電源入出力端子 

本体の DC 電源入力端テと、電源部の DC 電源出力端 
テを、付属の DC (直流)電源接続コード2本を使って 
接続します。 

DC OUT 1 一 DC IN 1 
DC OUT 2 — DC IN 2 


♦ DC (直流)電源接続コードには矢印び印刷されていま 
す。矢印び10ページの図の向さになるよラに接続し 
て < ださい。 

□仁(直流)電源接続コードの凹凸と矢印の向さを確認 
してプラグ部を持ち、プラグとコネクターのマーク 
を合わせて、カチッと音びするまで確実に押し込み 
ます。かすときは、 U ング部を持って手前にまっす 
ぐに引き抜いてください。抜き差しするときに、プ 
ラグを斜めにした0揺5したりしないでください。 

♦ DC 喧郝電源接続コードを抜き差しするときは、電 
源スイッチは必ずオフにしておいてください。 


曰 電源コード 

電源 コー ド接続ソケットに付属の電源 コー ドを差し 
込んでください。全ての接続び終わった5、電源プ 
ラグを AC 1 0日 V の電源コンセントに差し込んでくだ 
さい。 

♦ 本機の電源コード接続ソケットは3ピン仕様になって 
いますび、アースピンはシャーシには接続されてし、 
ません。 

A エソテ U ック純正の電源コードし:^がは使わないでく 
ださい。乂災や感電の原因になることびあります。ま 
た、長期間使用しないときは、コンセントか5電源 
プラグを抜いておいてください。 


♦ □仁値郝電源接続コードを抜き差しするときは、リ 
ング部に指を挟まないよラごま意ください。 
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し LINK (IEEE 1394) 


i . LINK とは、国際標準規格である IEEE 13 目 4 の別称です。 
本徽ま i . LINK ( AUDI 日)に対応しています。 

本機の IEEE 13目4端テ （ i 丄 INK ( AUDI 日）端テ）に 
i . UNK ( ALOO 网応機器を LUNK ケーブルで接続すると、 
2 ch リニア PCM 信号やマルチチヤンネルの圧縮才ーディ 
才信号に加え、従来アナ□グでしか伝送できなかった 
SACD のマ J レチチヤンネ>1レ信号をデジタルのまま伝送する 
ことびでさます。複数の i . LINK 対応機器を接続する場含、 
他の機器を経由して接続してちデータのやりとりび巧能で 
すので、接続順序を意識する必要びありません。 


著作権保護システム DTCP 

i 丄 INK を使って SACD や DVD オーディオの音声を再生す 
るためには、再生機器と D / A コンバーターの双方び著作権 
保護システム DTCP ( Di 旨 ital Transmission Content 
P 「 日 tection ) に対応していなければなりません。 

本機は DTCP に対応していまず。 


♦ i . LINK 対応機器によっては、電源びオンになっていない 
とデータを中継でさないをのびあります。 

♦ i . LINK に対応していてち、機器によっては動作しないこ 
とびあります。 


複数のし LINK 機器を接続ずるには 


デイジーチェーン接続（数珠つなざ） 

数珠つなざに一列に接続する場含は、本機を含めて17台 
まで接続でさます。 



ツリー接続 

i . LINK 端テび3個し: LL ある場を、途中で分岐して接続する 
ことちできます。本機を含めて17台まで接続できます。 


データ お送速度 


i . LINK 対応機器のデータ転送速 g には、] 日日 Mbps(Sl 日日)、 

2 日日 Mbps ( S 20 日)、 4 日 0 Mbps に 4 日日) の3種類び あ 0 
ます。本機の最大 データ 転送速度は40 日 Mbps です。 
接続には、市販の S 4 日日 対応の日ピン LLINK ケーブルをお 
使い < ださい。 

複数の機器を接続するとさに、データ転送速度の遅い機器 
を間に挟むと、データ転送速度び遅くなります。できるだ 
けデータ転送速度び同じ機器を上流に並べて接続してくだ 
さい。 


注意 

♦ lLINK の伝送フォーマツトには、本機の 「LLINK 
( AUDI 日)」(众创\/1プロトコル)の他に、巨 S デジタルなど 
の rMPEG -2 TS 」、 DVD レコーダーはデジタルビデオの 
「□ V 」 などびあります。本機に i . LINK ( ALO 日)非対応の 
機器(パソコンの周辺機器など)を接続すると、誤動作や 
故障の原因になりますので、絶対に接続しないでくださ 
い。 

♦ データ転送中は、つなびっている機器の i . LINK ケーブル 
を抜さ差ししたり、電源をオン/オフしないでください。 



信号を出力した機器に、同じ信号び戻ってしまラと動作し 
ません。接続び輪(ループ)にな5ないよラにミ主意してくだ 
さい。 



し LINK はソニー株式会社の商標です。 


13 































接続例 （D-01 との接続/ XLR 端子を使う場合) 


WORD WORD 
SYNC SYNC 
OUT IN 


XLR 1 
端子 


D -01( R ) 


WORD WORD XI R 1 
SYNC SYNC 端子 


D -01( L ) 


D -01 ( SUBWOOFER ) 


2 台の D - 日 1 と接続する場含は、 P - 日 1 の XLR 端テ ( FR 日 NT 
L と FRONT のを、それぞれ D - Ol の XLR (1 または 2) 端 
テと接続します。 D -01 び目台ある場合は、残りの XLR 端 
テち同様に接続します。 

ワードシンク端テは図のよラに接続してください(順不同)。 

ク□ックジェネレーター G - 日/ G - Os を接続する場合は、 G - 
0/ G - 日 S の目個のワードク□ック出力5謂テ (WORD CLOCK 
OUT ) を各 D -01 の WORD SYNC IN に接続し、 G - O / G - 
Os のユニパーサルク□ック出力端子 (UNIVERSAL CLOCK 
日 UT ) を P -日1の WORD SYNC IN に接続してくださし、。 

P -01 +2台の D -01 + G -0/ G -0 S の接続例は、別紙「初め 
にお読みください」をご覧ください。 
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D -01 (SURROUND L ) 


D -01 (SURROUND R ) 


D -01 ( CENTER ) 


本機の設定 


OUTPUT ボタン 

XLR DUAL 

W 曰 RD ボタン 

IN ( G - Os を接続した場をは 、 Rb IN ) 

UP CONVERT ボタン] 76.4/192 

D -01 の設定 

INPUT ボタン 

XLR ] または 2 

W 日 RD ボタン 

マスターク□ツクとして使用する 
] 台目は OUT 、 2台目政降は IN 。 

G -0 を接続した場含は、己台共 IN 。 
G - Os を接続した場合は、6台共邮 IN 。 

W OUT (メ ニュ ー) 

176.4 

巳 H 一 SEL がニュ ー） 

該当するチヤンネル 

G -0/ G - Os の設定 

周波数切換ボタン ( A ， B , C ) 1 76.4 kHz 

FREQUENCY M 日 DE ボタン 44.1 kHz 




XLR 1 WORD 

端子 SYNC 

OUT 




XLR デジタルケ I プル 



BNC 同軸デジタルケ—ブル 











































































































































接続例 （ D -01 との接続/ IEEE 13目4端子を使う場合) 


D -01 

( L ) 


D -01 

(R) 


D -01 

( SUBWOOFER ) 


D -01 

( CENTER ) 


D -01 

(SURROUND L ) 


D -01 

(SURROUND R ) 






SACD をダウンミックスなしでマルチチヤンネル再生ずる 
ためには、巨台の D -01 が必要でず。 

2台の D - Ol と接続する場含は、 P - Ol の EEE 13白4端テの 
どち5かひとつを、 D -01 の IEEE 13日4端テと接続しま 
す。さ5に、 D - Ol のもうひとつの IEEE ]394端テを、 
もう1台の 0-0] と接続します。 

□-日1び色台ある場合は、残りの IEEE ] 3日4端テも同様 
に数珠つなざに接続します(順不同)。 

ワードシンク端テは図のよラに接続してください(順不同)。 

ク□ックジェネレーター G - 日/ G - Os を接続する場含は、 G - 
0/ G - 日 S の色個のワードク□ック出力な謂テ (WORD CLOCK 
OUT ) を香 D - 日1の WORD SYNC IN に接続し、 G -0/ G - 
Os のユニバーヴルク□ック出力端子 (UNIVERSAL CLOCK 
日 UT ) を P - 日1の W 日 RD SYNC IN に接続してください。 


本機の設定 


OUTPUT ボタン 


IEEE 1394 


WORD ボタン IN ( G -0 s を接続した場合は 、 Rb IN ) 

UP CONVERT ボタン 176.4/192 


D -01 の設定 


INPUT ボタン 


IEEE 1394 


WORD ボタン マスターク□ックとして使用する 

] 台目は OUT 、 2台目政降は IN 。 

G - 日を接続した場合は、6台共 IN 。 

G - 日 S を接続した場合は、6台共 Rb IN 。 


W OUT (メニュ ー) 176.4 


CH SEL ( メニュ ー) 該当するチヤンネル 


G - O / G - Os の設定 


周波数切換ボタン ( A ， 日， C ) 1 76.4 kHz 

FREQUENCY MODE ボタン 44.1 kHz 
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接続例 （D-70 との接続) 



1-1 


WORD XLR 1 XLR 呂 RCA 

SYNC の)端子 （ L ) 端子 端子 

OUT I I 

I ^デジタル入力-1 


D -70 


1台の 0-70 と接続する場をは、 P -0 1の P -0 1の XLR 端子 
(FRONT L と FRONT R ) を、 D -70 のデジタル入力端子 
( XLR 1 と XLR 2) に接続します。 

XLR デジタルケーブルびない場含は、 RCA 同軸デジタル 
ケーブルを使って P-Ol の FL/FR 端子を D -7 日のデジタル 
入力端テが CA ) と接続することちでをます。 

ク□ックジェネレーター G - 日/白-日 S を接続する場合は、 G - 
日/ G - 日 S のワードク□ック出力端子 (WORD CLOCK 
日 UT ) を、 D -7 日(バージョンアップ）と P -0] の WORD 
SYNC IN にそれぞれ接続してください。 G -0/ G-Os びな 
い場含は、 D -70 のワードシンク出力端子 (WORD SYNC 
日 UT ) と P - 日1の WORD SYNC IN を接続してく;■ごさし、。 

将来、 D -7 日びノ（ージョンアップし口 EEE 1394に対応す 
れば、 SACD のデジタル音青を受け5れるよラにな0ま 
す。 


本機の設定 


OUTPUT ボタン 

XLR DUAL 

WORD ボタン 

IN ( G - Os を接続した場含は 、 Rb IN ) 

UP 巳 0 NVERT ボタン] 76.4/192 

D -70 の設定 

INPUT SELECTOR 

XLR 

AES 3 INPUT 

DUAL 

ワードシンク設定 

マスターモード176.4 

G - O / G - Os を接続した場合は、イン 
プットモード (IN M 1または IN M 2) 

G -0/ G - Os の設定 

周波数切換ボタン ( A ， B , 仁） 1 76.4 kHz 

FREQUENCY M 日 DE ボタン 44.1 kHz 
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リモコンの使い方 


使用上のを意 

♦ U モコンの先端を本体の U モコン受光部に向けて、7方 
ートルじ(内の距離で操作して<ださい。本体とリモコン 
の間には障害物を置かないで < ださし、。 

♦ U モコンの受光部に直射日光や照明の強い光び当たって 
いると、リモコン操作びでさないことびあります。 

♦本機の U モコンを操作すると、赤外線によりコント□一 
J レする他の機器を誤動作させることびありますのでごま 
意 < ださい。 




電池の入れ方 

ドライバーを使ってリモコン下部のフタをがし、電池ケー 
スを引さ出してください。违)と©の向さを確認して乾電池 
(単3形)2本を入れた5、電池ケースを戻し、フタを閉めて 
<ださい。 



電池の交換時期は… 

操作範囲び狭くなったり、操作キーを押してち動作しない 
場含は、2本とち新しい電池に交換してください。 

電池についてのま意 

A 乾電池を誤って使用ずると、液もれや破裂などの原 
因となることびありまず。 m 下の注意をよく読んで 
ご使用ください。 

♦乾電池の®と©の向さを、電池ケースに表示されている 
とおりに正しく入れてください。 

♦ 新しし唯電池とちし唯電池、または種類の違う乾電池を 
混ぜて使用しないでください。 

♦乾電池は絶対に充電しないでください。 

♦長い間 （1 ヶ月じ(上) U モコンを使用しないときは、 
電池を取り出しておいてください。 

♦ 液われを起こしたとをは、ケース巧に付いた液をよく拭 
さ取ってか5新しい電池を入れてください。 


// 























各部の名称（本体-電源部) 




日 


巧 □回 


旦 U 


SACD 


II 


TOTAL REMAIN 


[a ムム 


DOWN MIX 


I Lire II R IlS.ICHl 

rm (Ill [rsi ILFE j 


Q 
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囲出力切換ボタン [ OUTPUT ] 

デジタル出力を切り換えます。 D / A ] ンバーターび接 
続されている端テを選んでください。選択した出力の 
インジケーターび点灯します。た3ぺージ） 

@ワードボタン [ WORD ] 

ワードシンクのオン ( IN または Rb IN ) とオフを切り換え 
ます。オン ( IN または邮 IN ) にすると、列部入カク□ッ 
クをマスターとしてシンク動作しまず。選択したモー 
ドのインジケーターび点灯します。オフのときはイン 
ジケーターが消灯します。に白ページ） 

[3 アップコンパートボタン [UP CONVERT ] 

アップ]ンバートの倍率を切り換えます。選択したモ 
ードのインジケーターび点灯します。 （3 日ページ） 

回リモコン受光部 

U モコンか5の信号を受信します。リモコンを使用す 
るとさは、 I 」モコンの先端をこち5に向けて操作して 
ください。 （17 ページ） 

图才ープン/ク□—ズボタン [ OPEN / CLOSE ] 

ディスクトレーを開閉します。口4ページ） 

[ F ] 停止ボタン [ STOP ] 

再生を停止します。に4ページ） 

@再生ボタン [ PLAY ] 

ディスクを再生します。再生中はインジケーターび点 
に[します。口3ぺージ） 

[ R ] 一時停止ボタン [ PAUSE ] 

再生を一時停止します。一時停止中はインジケーター 
び点灯します。 （24 ページ） 

[T] スキップボタン [■◄◄/►► H ] 

前または後ろにスキップします。再生中に1秒];(上押 
し続けると再生スピードび変わります。 （2 已ページ） 

の電源ボタン [ POWER ] 

電源のオン/オフを切り換えます。電源びオンのとさ 
は、ボタンの周囲び青く光ります。 


□ ディスクインジケーター 

セットされているディスクの種類 ( SACD または CD ) 
を表术します。 

□ トラックインジケーター 

トラック番号を表示しているとをに点灯します。 

た8ページ） 

Q トータルインジケーター 

総再生時間の表示中に点灯します。 （28 ページ） 

pri リメインインジケーター 

残り再生時間の表示中に点灯します。た8ページ） 

□ ダウンミックスインジケーター 

マ J レチチヤンネ J レの音青をダウン S ックスして出力し 
ているとさに点巧します。口7ページ） 

Q 已 .1 チヤンネルインジケーター 

音声出力の設定び 「Multi ch 」 のときに点灯します。 
た7ページ） 

ロ チヤンネルインジケーター 

再生中の音青チヤンネルび点巧します。 

巧メッセージ表示部 

再生時間など各種メッセージび表示されます。 

H リピートインジケーター 

U ピート再生中に点灯します。た7ページ） 

Q 一時停止インジケーター 

一時停止中に点灯します。た4ページ） 

□ 再生インジケーター 

再生中に点灯します。 （33 ページ） 
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各部の名称（リモコン) 
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□ 数字 キー 

選曲に使います。 

QJ 再生エリアボタン [PLAY AREA ] 

SACD の再生エ U アを切り換えまず。 （24 ページ） 

Q 吕チャンネル/マルチチャンネルボタン[吕 CH / MULTI ] 

音青出力の2チャンネル/マルチチャンネルを切〇換 
えます。 （27 ページ） 

0スキャンボタン [ SCAN ] 

早送り/早戻しに使用します。た已ぺージ） 

Q 停止ボタン (■) 

再生を停止します。 （24 ぺージ） 

Q 再生ボタン （►) 

ディスクを再生します。口3ページ） 

因方向ボタン让下左も)と ENTER ボタン 

設定モードで使います。方向ボタンで項目を選択し 
て、 ENTER ボタンで確定します。 （31 ページ） 

[3 セットアップボタン [ SETUP ] 

設定モードにするとさに巧しまず。 （3] ページ） 

□ オープン/ク□ーズボタン ( A ) 

ディスクトレーを開閉します。た4ページ） 

□ クリアボタン [ CLEAR ] 

数字キーを押し間違えたとさなどに使います。 

Q ディスプレーボタン [D 旧 PLAY ] 

再生中または停止中にこのボタンを押すと、ディスプ 
レーの表示び切り換わります。た8ページ） 

Q FL ディマーボタン [FLDIMME 刊 

本体のディスプレーの明るさを4段階で調節でさまず。 
た8ページ） 

のリピートボタン [ REPEAT ] 

U ピート再生に使用します。 （27 ページ） 


のプログラムボタン [ PROGRAM ] 

プ□グラム再生に使用します。た日ページ） 

H スキップボタン 

前または樓ろのトラックにスキップします。 

た己ページ） 

□ 一時停止ボタン (■■) 

再生を一時停止します。た4ページ） 

0リターンボタン [ RETURN ] 

設定モードになっているとをにこのボタンを巧すと、 
一つ上の項目に戻ります。 （31 ページ） 

Q DAC 出カレベルボタン [DAC OUTPUT LEVEL ] 

別売の D / A コンノ（一夕一 D -0 1の出カレべ J レを調節で 
きます。このボタンを巧すときは、 U モコンの先端を 
□-日1のディスプレーに向けてください。 

□ DVD オーディオ専用ボタン 

处下のボタンは DVD オーディオ専巧です。将来、 P - 
日1をバージョンアップすると使えるようになります。 

オーディオボタン [ AUDIO ] 

再生中にこのボタンを押すと、音声び切り換わりま 
す。 

グループボタン [ GROUP ] 

前または後ろのグループにスキップします。 
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基本操作 


電源のオン/オフ 



電源部の電源ボタン ( P 日 WER ) を押ずたびに、電源の才 
ン/オフび切0換わ0まず。オンのとをは、電源ボタン 
の周囲と本体のディスプレーび点灯します。 

♦本機を使用するときは、接続してある機器 ( D / A コンパ' 
—ター、アンプなど)の電源わオンにしてください。 

♦ W 日 RD ボタンを IN または Rb IN に設定している場合、 
電源をオンにした直後はワード信号を検知でさないた 
め、ディスプレーに 「WRD UNLOCK !」 や 「No 
Word !」 が表示されますび、接続した機器の電源を入れ 
て、ワード信号び□ックされれば、表示は消えます。 


デジタル出力の切り換え 



〇 RCA 
〇 IEEE 1394 

OUTPUT 

咬 

日 UTPUT ボタンを巧すたびに、デジタル出力び切り換 
わ0ます。日 / A コンバーターび接続されている端テを 
選んでくださし、。 

♦ 選択した出力のインジケーターび点灯します。 

• XLR DUAL び選択されていて、ディスクトレーに 
SACD びセットされている場合のみ、 ES - UNK インジ 
ケーターび点なします。電源をオフにしたり、 CD をセ 
ットすると、 ES - UNK インジケーターは消なします。 

♦ ES - LINK は、 SACD のデジタル出力を可能にしたエソ 
テ U ック独自のフオーマットです。 

エソテリックの ES - UNK 対応の D / A コンノ（ータ ー D - 日1 
と本機の XLR 端テを接続し 、 XLR DUAL を選択した 
状態で SACD を再生すると、自動的に ES 丄 INK フオー 
マツトでの出力とな0ます。 
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再生1 



OPEN/CLOSE PLAY 


Q OPEN/CLOSE ボタン (A) を巧す。 


且 OPEN/CLOSE ボタン (A) を巧す。 


ディスクトレーび手前に出ます。 


OPEN/CLOSE 



♦ 本機はメカニズムの構造上、トレーび開く前にピッ 
クアップを最か周に移動しますので、トレーび開く 
までに時間びかかります。 


OPEN/CLOSE 



ディスクトレーび閉まります。指を挟まないよラに 
ごま意ください。 

♦ ディスクの読み込みには多が時間びかかります。 
「1_日 ADING 」 (ディスク読み込み中)び表示されたあ 
と、ディスクの総巧数と総再生時間び表示されます。 



♦ ディスクび中央のガイドか5がれた状態でトレーを 
閉じると、ディスクび中で引つかか0トレーび開か 
なくなることびありますので、ディスクは必ずトレ 
一の中央のガイドにしっかり合わせて置いてくださ 
い。 
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再生 2 


一時停止するには 


ディスクトレーを開閉するには 



再生中に PAUSE ボタン ( H ) を押すと再生び一時停止し、 
インジケーターび点灯します。 




日 PEN / CL 日 SE ボタン ( A ) を巧すとトレーび開き、もう 
一度巧すと閉ま0ます。 


PLA 丫ボタン (►) または PAUSE ボタン ( H ) を押すと、再 
び再生び始ま0ます。 


♦ディスクの再生中に日 PEN / CL 日 SE ボタンを押した場 
含は、トレーび開くのに数秒かかります。 


再生をやめるには 


再生エリアを切り換えるには 



ST 日 P ボタン(■佑押すと再生び停止します。 


SA 巳 D には、2チヤンネルとマルチなど複数のエリアを 
持つものや、 SACD と CD の2層構造になっているもの 
びありまず。 

停止中に U モコンの PLAY AREA ボタンを巧すと、 
SACD の再生ェ U アを切り換えることびできます。 
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再生中まには停止中に数字キーを巧ずと、その巧から再 
生を始めます。 


スキップずるには 


D Q 〇 〇 

コロ • • 

DdUO 



再生中に本体またはリモコンのスキップボタン 
(!◄◄/►►!) を巧すと、前または後ろの曲にスキップし 
て再生を始めます。 

>1◄◄ボタンを1回押すと、再生中の曲の頭に戻ります。 
それより前に戻りたいときは、 I ◄◄ボタンを続けて押し 
て < ださし、。 

ただし、曲の最初の1砂し U 内でボタンを押した場合 
は、前の巧にスキップします。 

>停止中または一時停止中にボタンを巧すと、 
選んだ曲の頭で一時停止状態になります。 


再生中に U モコンのスキャンポタン（ィィ/ ►►) を巧す 
と早送り/早戻しびでをます。聴をたい部分び見つかつ 
たら、 PLAY ボタン (►) を巧して<ださし、。 

スキャンボタン(ィ^/►►佑くり返し押すと、早送り/ 
早戻しの速度び3段階に変わります。 

〇 :早送り （1) 一早送りた)一早送り (3) 

一通常の再生 

( - ) :早戻し （1) 一早戻しに)一早戻し (3) 

一通常の再生 


►本体の場合は、再生中にスキップボタン([◄◄/►►〇を 
1秒!^^上押すと早送0/早戻しの速度び変わ0ます。 


選曲 

数字キーで選んで再生するには 早送り/早戻しするには(スキャン) 



0。0 


ピ C6CWC 

lobb 


岩 tlooo 

。5。妄 

: i 
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プ□グラム再生 


聴さたい巧を聴さたい順に、30巧までプ□グラムでさます。 複数の曲をプ□グラムするとをは、続けて数字キー 

を押して < ださい。 


□ 停止中または再生中に PROGRAM ボタン 
を巧ず。 


再生中の場合は、その巧び1番目にプ□グラムされま 
す。 



□ 数字キーでプ□グラムしたい巧蚕を選ぶ。 


♦数字キーを押し間違えたときは、 CLEAR ボタンを巧 
すと最渡にプ□グラムした曲だけを消去でさます。 
♦ そのディスクに存在しない番号はプ□グラムできま 
せん。 


0プ□グラムが終わった5、 PLAY ボタン 
(►) を巧す。 

プ□グラム再生び始まります。 

♦再生中にプ□グラムした場合は、 PLA 丫ボタンを巧 
す必要はあ0ません。 




2 

〇 

6 

〇 

+10 

〇 



プ□グラムを修正ずるには 

CLEAR ボタンを押すと最後にプ n グラムした番号び 
消までさます。 


3の場含： 3 
12の場合: +10—2 
2日の場合： +10—+10— 0 


プ□グラムを追加するには 


停止中または再生中に、数字キーで追加したい番号 
を選んでください。 




プログラムされたトラック番号 


プ□グラム番号 


通常の再生に戻るには 

PR 日 GRAM ボタンを押すとプ□グラムモードは解除 
されます。プ□グラム再生中に PR 日 GRAM ボタンを 
押した場合は、そこか5通常の再生に戻りまず。 


♦ プ n グラム内容は消去されます。 

また、日 PEN / CL 日 SE ボタンを押した場含もプ n グ 
ラム内容は消去されます。 
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u ピート再生 


2 ch / マルチ ch の切換 




再生中に REPEAT ボタンを巧すたびに、 U ピートモード 
び変わります。 

r-*^ REPEAT TRK REPEAT DSC -n 
(トラック1」ピート）（ディスクリピート） 

- REPEAT OFF ^- 

(通常の再生） 

REPEAT TRK (トラック U ピート） 

再生中の曲をくり返し再生します。 U ピート再生中に他 
の曲を選ぶと、その巧をくり返し再生します。 

REPEAT DSC (ディスクリピート） 

再生中のディスクの全曲をくり返し再生します。 


プ□グラム 再生中は、 REPEAT ボタンを1回巧すと、プ〇 
グラムされている®をくり返し再生します。 

REPEAT PGM — | 

(プ□グラムリピート） 

—— REPEAT OFF ^ 

(通常のプ□グラム再生） 

♦ 再生を停止するとリピート再生は觸除されます。 

♦ し^下のボタンを押すとリピート再生は解除されます。 
STOP ボタン 
OPEN/CLOSE ボタン 
電源ボタン 


停止中に 2CH/MULTI ボタンを押すたびに、2仁 H/ マルチ 
CH の設定び切0換わ0ます。 


2ch 

2チャンネルの音青を出力します。 SACD のマルチチ 
ャンネルソースを再生すると、音青はフ□ントし R に 
ダウンミックスされます。（ダウンミックスインジケー 
ターび点灯します） 

2台の D-Ol を使ってステレオ再生するときに選んでく 
ださい。 

Multi ch (マルチ CH) : 

已 .1 チャンネルの独立した音声び出力されます。 D-0] 
を目台使巧する場合、またはマルチチャンネルの D/A 
コンバーターと IEEE 13目4で接続しているときに選 
んで < ださい。 

♦「Multi ch」 に設定すると、已 .1 チャンネルインジケー 
ターび点灯します。 
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ディスクの情報を見る ディマー 





再生中または一時停止中に DISPLAY ボタンを巧すと、デ 
ィスプレーの表示び次のよラに切0換わ0ます。 

♦停止中はディスクの総曲数と総再生時間を表示します。 

♦プ n グラム再生中はディスプレーの表示を切り換える 
ことはで走ません。 



再生中のトラック番号 再生中のトラックの 

I 経過時間 



再生中のトラックの残り時間 



ディスクの残り時間 


本体のディスプレーとボタンインジケーターの明るさを4 
段階で調節でさます。 

FL Dimmers (通常の明るさ）' 

I 

FL Dimme「2 

I 

卜 L Dimmerl 

I 

消口 - 1 


♦ 消灯中に再生ボタンなどを巧すと、約3秒間だけデイス 
プレーび点灯します。 

♦ r 消灯」を選んだ場含、電源をオフにすると消灯は解除さ 
れ、次に電源を入れたとさは Dimmerl の明るさにな0 
まず。 
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ワードシンク 



WORD 

咬 

エソテ U ック D - 日1や G - 日/ G - 日 S など、が部同期信号(ワ ー 
ドク□ック)を出力する機器と接続し、システムの同期(ク 
□ック)を 一元化して 再生するときや、内部ク□ックのか 
わりに高精度なが部ク □ ックでシンク動作させるとさに使 
巧します。 

本な:の WORD ボタンを}甲ずたびにモードが切り換わりまず。 
IN 

一般的な外部ク□ック入力に巧し、安定して動作するモ 
ードです。ただし、精度の高い同期を実現するために、 
ワードク□ック入力周波数レンジは± ] 日 ppm と狭くな 
ってお0ますので、接続する機器の出力精度によっては 
同期で走ない場含びあ0ます。 

Rb IN 

ルビジウム発振器など、より高精度の外部ク□ックジェ 
ネレーターとの接続に最適化したモードで、□ック範囲 
び狭くなっています。 

同期するまでの時間び長くかかることびあります。 
rWRD UNL 日 CK !」 という表示びでる場合は、 「 IN 」 に 
切0換えてください。 

オフ 

ワードシンクを使巧しません。 


♦も日5と接続した場含は「邮 IN 」 を、 G - 日/ D -01/[>7 日と 
接続した場含は riN 」 を選んでください。 

♦本機は政下のク□ックに対応しており、入力された信号 
によって自動的に切り換わりまず。 

44.1 kHz 、48 kHz 、88.2 kHz . 9巨 kHz 、 

1日日 kHz 、 176.4 kHz . 192 kHz 

本機はユニバーサルク□ック （1 OOkHz ) に対応しています。 

♦ riN 」 または 「Rb IN 」 を選ぶと、インジケーターび点滅 
してが部ク□ックをサーチします。ク n ックを感知して 
n ックすると点灯盾)に変わり、が部同期による再生び 
巧能になります。 

♦あ5かじめ WORD SYNC 端テを接続しておいて<だ 
さい。 

♦ワードシンクのオン/オフを切0換えると、 D / A コンバ 
一夕一か5ノイズび出ることびあります。本機を停止し 
て、アンプの音量を絞ってか5操作してください。 
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アップコンパ’ート 


CD の 44.1/48 kHz のヴンプ U ング周波数を、1倍、2倍 
または4倍にアップコンバートして出力することびできま 
す。 


♦アツプコンバートしないとさは、1倍を選んでください。 

参 SACD は、 DSD 信号 ( Ibit 日 4 fs ) をそのまま出力しま 
すので、アップコンバートしません。 


アップコンパ’ートボタンを巧ずたびに、モードが切り換わ 
りまず。 



〇 88.2/96 
〇 44,1/48 


UP CONVERT 



♦ 日 UTPUT (22 ぺージ)び XLR DUAU こ設定されている 
ときに4倍 (1 7日.4/1目 2 kHz ) を選ぶと、各 XLR 端テか 
588ぶ kHz の信号を出力します。 

♦ 日 UTPUT (22 ぺージ)び XLR DUAU こ設定されている 
とさに1倍を選ぶと、 44. ] /48インジケーターび点滅 
し、音声を出力でさません。2倍または4倍を選んでく 
ださい。 

参 DIGITAL 日 UT ( N 日 RMAL ) 端テか5は、アップコンパ 
ートした信号は出力されません。 


44.1/48 kHz (1 倍い 

I 

88.2/9 色 kHz に倍） 

I 

176.4/1 92 kHz (4 倍） 
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設定について 


n 電源部の電源を入れる。 



□ SETUP ボタンを巧ず。 


^ - 


〇 


0 0 0 0 

0 0 0 0 

口。 

ロ ロロ 


(-1(-10 


滅 

〇 〇 

- 



ミ TUP 

み 


設定モードになり、ディスプレーに最初の項目 
( AucHoSet 叩)び表示されます。 


□ 方向ボタン(上下)で設定したい還お肢を選 
んで ENTER ボタンを巧ず。 



各設定内容については、33〜3日ページをお読みく 
ださい。 

数値を設定する場をは、方向ボタン(上下)で変わりま 
す。 （ ENTER ボタンを押す必要はありません） 


複数の項目を設定する場合は、百〜 E ! の操作をくり 
返してください。 


♦ディスクの再生中でち設定モードにでをますび、変 
要でをない項目びあります。変更したい場合は再生 
を停止してください。 

♦設定モードを中断する場含は、ちラー度 SETUP ボタ 
ンを巧して < ださい。 


且設定が終わった5、 SETUP ボタンを巧し 
て設定を終了ずる。 



• 設定項目は何層にちなっていますので、次のページ 
の表を参照して方向ボタンで還んでください。 

最下層の還択肢には、ディスプレーの表示の最ネ刃に 
「>」び付いています。 


戻るとさには、方向ボタン(左と上)を巧すかわりに、 

RETURN ボタンでも上位の項目に移動します。 

31 



































AudioSetup - 

盾青設定） 

t i 

2ch/MLilti -< —►-各選択肢へ 

语 ch/ マルチ ch 切換） 


D-OUT Norm 牛卡各選択肢へ 
(デジタル出力端子 
(N 日 RMAL ) の設定） 


CD Direct -< —►-各選択肢へ 
に D ダイレクト） 


GeneralSet 
(環境設定） 

t 

SP Setup ^ - ► SP Size ィ - ► L/R Size - 

(スピーカー設定）（スピーカーサイズ） （フ□ント） 

‘‘ t 

C Size - 
(センター) 

SR/SL Size 
(サラウンド) 


SW ON/OFF 
(サブウー八一) 


各選択肢へ 

各選択肢へ 

各選択肢へ 

各選択肢へ 


Distance ィ~~►- L/R *.*m ィ ー 数値入力画面へ 
(スピーカー距離） （フ□ント） 


C *.*m ィ ー 数値入力画面へ 
(センター） 


SR/SL * * m ィー-数値入力画面へ 
(サラウンド） 


SP Level —— ► LR ™ *clB 牛今数値入力画面へ 
(スピーカーレベル） （フ□ント） 


C **** clB 令^数値入力画面へ 
(センター) 

t 

SR ™ *-dB ■今数値入力画面へ 
(サラウンドち） 


SL ™ * clB 夺数値入力画面へ 
(サラウンド左） 


SW *** *clB 牛卡数値入力画面へ 
(サブウー八一） 

Test Start 
(テスト I -ーン開始） 
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Test Tone ィ- 
(テストトーン長さ) 


各選択肢へ 


















曰ド巧疋 


2ch/ マルチかの切換 (2ch/Multi) 

>のついた項目を方向ボタン（上下）で変更して、 
ENTER ボタンを巧してください。 

吕か（ステレオ、出荷時の設定）： 

2チャンネルの音靑を出力します。マルチチャンネル 
の音声は、2チャンネルにダウン5ックスして出力し 
ます。 

2台の□-日1を使ってステレオ再生するときに選んでく 
ださい。 

Multi ch (マルチ CH ) : 

己.1チャンネルの独立した音青び出力されます。 D - 日1 
を目台使用する場含、またはマルチチャンネルの D/A 
コンバーターと IEEE 13目4で接続しているとをに選 
んで < ださい。 


CD ダイレクト （CD Direct) 

>のついた項目をで向ボタン（上下）で変更して、 
ENTER ボタンを巧してください。 

Direct (ダイレクト、出荷時の設定）： 

スピーカー設定などの回路をバイパスします。2チヤ 
ンネルでお聴さになる場含などはこち5を選択してく 
ださい。 

Normal (ノーマル）： 

本機でスピーカー設定をしてマルチチヤンネルでお聴 
さになる場合などはこちらを選択してください。 


デジタル出力端子 (NORMAL) の 
設定 （ D-OUT Norm) 


>のついた項目を方向ボタン（上下）で変更して、 
ENTER ボタンを巧してください。 


ON (オン）： 

デジタル出力端子 ( N 日 RMAL ) か5音声を出力します。 
デジタル出力端子 ( N 日 RMAL ) に機器び接続されている 
とさは、「日 N 」 にしてください。 

OFF (オフ、出荷時の設定）： 

デジタル出力端子 ( N 日 RMAL ) か5音青を出力しませ 
ん。より良い音質のために、デジタル出力端子 
( N 日 RMAL ) を使わないときは rOFF 」 にしてくださし、。 

♦ デジタ} レ出力端子 ( N 日 RMAL ) からは、アツプコンバー 
卜した信号や、 SACD のデジタル音青を出力すること 
はでさません。 


工場出荷時の:!犬態に戻ずには 


電源部 本体 




設定した内容は、電源プラグを抜いた状態で放置してを 
半永久的に保持されます。 

電源びオフの状態で、本体の ST 日 P ボタンを押しなび5 
電源ボタンを押して電源を入れると、設定した内容をエ 
場出荷時の状態に戻し、すべてのモリーを消去しま 
す。 
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スピーカー 設定 


スピーカーの サイズ設定 (SP Size ) 

フ□ントスピーカー ( L / R )、 センタースピーカーに)、 
サラウンドスピーカー ( SR / SL )、 サブウー八一 ( SW ) 
を別々に設定できます。 

>のついた項目を方向ボタン（上下）で変更して、 
ENTER ボタン封甲してください。 

Large (ラージ、出荷時の設定）： 

低音まで再生でをる大きいスピーカーを使ラ場合は、 
こちらを選択してください。 

Small (スモール）： 

ルさいスピーカーを使ラ場含はこちらを選択してくだ 
さい。 「 Small 」 を選択したチヤンネルの低音はヴブウ 
一八一から出力されます。 

OFF (なし）： 

そのチヤンネルのスピーカーを使わない場合、 r 日 FF 」 
を選択してください。 r 日 FF 」 に設定したチヤンネルの 
音青は他のチヤンネルに振り分け5れます。 

♦ L / R は r 日 FF 」 にできません。 

ON (あり、出荷時の設定）： 

サブウーノ 一を使用する場合は roNj を選んでくださ 
い。 

♦ フ□ントスピーカーの！ " Small 」 とサブウーノ V - の rOFF 」 
は同時には選択でをません。 


スピーカーの レベル調節 （SP Level ) 

各スピーカーのバランスを調節します。 

各項目の数値を方向ボタン(上下)で変更してください。 
各スピーカーとち、 一]2 cl 目〜日 d 目の範囲で日.已 d 巨刻 
みで調節でさます。 

L/R :フ n ントスピーカー 
C :センタースピーカー 
SR :ヴラウンドスピーカーち 
SL :ヴラウンドスピーカー左 
SW :サブウー八一 
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r スピーカーの距離設定」、「テスト!-ーン開始」、「テスト 
トーンの長さ」は、将来 P - m のノくージョンアツプで DVD 
オーディオに対応したときに必要になる設定です。 

CD / SACD の再生には関係ありませんので、本機をバー 
ジョンアツプしていない場合は、設定ずる必要はありませ 
ん /。 


スピーカーの 距離設定 (Distance) 

同ーサイズのスピーカーを視聴位置から等距離に配置 
するのび理想です。等距離に置けない場を、視聴位置 
から各スピーカーまでの距離を設定します。 

各項目の数値を方向ボタン(上下に変更してください。 


フ□ントス ピーカー （ L / R ) : 

日. 3 m 〜9.日 m の範囲で 0.1 m 刻みで設定でさます。エ 
場出荷時は 3 m に設定されています。 

センタースピーカー （ C ) : 

フ□ントスピーカーの設定より 1.7 m 短い距離か5、フ 
□ントスピーカーと同じ距離まで、日. Im 刻みで設定 
でをます。 

工場出荷時の設定では、フ□ントスピーカーの設定と 
同じ値にな0ます。 

サラウンド スピーカー （ SR / SL ) : 

フ□ントスピーカーの設定より1日.日 m 短い距離か5、 
フ□ントスピーカーと同じ距離まで、日. Im 刻みで設 
定でさます。 

工場出荷時の設定では、フ□ントスピーカーの設定と 
同じ値にな0ます。 


♦ L / R の設定値を変更すると、 C と SR / SL の設定値わ 
同時に変わります。 L / R を設定してから C と SR/SL 
を設定してください。 

♦ L / R の距離び設定範囲がのときは、 C と L / R 、 SR/SL 
と L / R の差び合うように数値を設定してください。 


テストトーン開始 (Test Start) 


テスト!-ーンを使ラと、各スピーカーからの音を聴を 
なび5レベルを調節でをます。 

1 .「Test Start 」 の項目を表示して、 ENTER ボタンを押し 
ます。 

を音を聴きなび5、方向ボタン(上下)で各スピーカーの 
項目に移動し、方向ボタン(ち)を巧します。 

3.方向ボタン(上下)で各項目の数値を調節してください。 

♦上位の項目に移動すると、テスト!ンは停止します。 
♦テスト!-ーンの音量びルさくて聞こえない場合、また 
は大きずざる場含は、アンプ側で音量を調節してくだ 
さい。 


テストトーンの長さ (Test tone) 

レベル調節のとさに出力するテスト I -ーンの長さを変 
えることびでさます。方向ボタンでお巧みの長さを選 
んで ENTER ボタンを押して < ださい。 

>のついた項目を方向ボタン（上下）で変更して、 
ENTER ボタンを巧してください。 

2 sec (2 秒)、己 sec (已秒)、1日 sec ( l 0秒)か5選ぶこ 
とびでさます。 
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困ったとさは 


本磯の調テびおかしいときは、ヴービスを依頼される前に 
下の内容ををう一度チェックしてください。また、本機 
かの原因ち考え5れます。接続した機器の使用方法わ合 
わせてご確認ください。 

それでち正常に動作しない場含は、お買い上げの販売店ま 
たは弊社サービス部門にご連絡ください。 

電源が入6ない。 

♦ 電源プラグをコンセントに差し込んでください。 

電源部の電源ボタンを押してオンにして < ださし、。 

♦ 電源部と本体の接続を確認してください。 

リモコンで操作できない。 

今電源部の電源をオンにしてください。 （22 ページ） 

♦ 電池び消属していた5、2本とわ新しい電池に交換し 
てください。 （17 ページ） 

♦ 本体とリモコンの間に障害物びあると操作でさません。 
本体の正面から7メ ー h ル政内の距離で、本体のでを 
向けて操作してください。 （17 ページ） 

テレビなどが誤動作ずる。 

♦ワイヤレス U モコン磯能を持つテレビの一部には、本 
機の U モコン操作により誤動作するものびあります。 

再生でをない。 

♦ ディスクをトレーの中むに正しくセットしてください。 
た3ページ） 

今ディスクび裏返しになっている場合は、ディスクのレ 
一べル面を上にして入れ直してください。 （33 ページ) 
今ディスクびミちれている場合は、ディスクを拭いて<ださ 
し、。 （8 ぺージ） 

■►本機の内部び結露している場含は、電源を入れて1、2 
時間放置してください。旧ページ） 

ボタンを押しても反応しない。 

♦ 続けてボタンを巧すと、機械側び対応でさずに動作し 
ないことびあります。ボタンを押すときは、機械び反 
応するまでかしお待ちください。 

雑音びずる。 

今テレビなど強い磁気を帯びたちのか5はでさるだけ離 
して設置して < ださし、。 

スピーカーか5音が出ない。音が軍む。 

D / A コンバーター、アンプ、スピーカーとの接続を確 
認してください。 （1 日ページ） 

今アンプなどの音量を調節してください。 

今ディスクが巧れている場含は、ディスクを拭いてください。 
今デジタル出力端子 ( N 日 RMAL ) と接続しているときは、 
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「□-OUT Norm 」 の設定を rON 」 にしてくださし、。 
(33 ページ） 

♦一時停止中は音び出ません。再生ボタンを巧して通常 
の再生に戻してください。 

SACD のマルチチャンネル音声を出力でさない。 

♦ SACD のデジタル音声を出力するためには、エソテ U 
ックの ES - UNK 対応の D / A コンノく一夕一の-〇1)、ま 
たは IEEE ] 3目4端テのある D / A コンバーターび必要 
です。 

今に ch / Multi 」 の設定を rMulti ch 」 にしてくださし、。 
または、 U モ]ンの 2 CH / MULTI ボタンで設定を変更 
してください。た7,33ぺージ） 

WORD インジケーターが点滅ずる。 

♦ワードク□ックび入力されてない時は、ワードシンク 
はオフにしてください。 （2 日ページ） 

♦ 同期でをない信号び入力されている可能性びあります。 
ワードシンク端テの接続や、接続している機器の設定 
を確認してください。 

「No Word !」 び表示される。 

-► ワードク□ックび入力されていません。外部マスター 
ク□ックジェネレーターとの接続、マスターク□ック 
ジェネレーターの電源や出力状態を確認してくださし、。 
■►ワードク□ックび入力されてない時は、ワードシンク 
はオフにしてください。 （3 白ページ） 

「Word ErrorJ が表示をれる。 

♦ 同期でをない信号び入力されている可能性びあります。 
ワードシンク端テの接続や、接続している機器の設定 
を確認してください。 

rWRD UNLOCK !」 が表示される。 

-► 入力されているワードク□ックを□ックでさません。 
「邮 IN 」 で同期び取れない場含、 riN 」 に切り換えてみて 
ください。 （2 日ページ） 

ディスクトレーの開閉時に 「TRAY ERR !」 が表示をれる。 

♦ ディスクトレーの前に障害物びあったり、ディスクび 
正しくセットされていないと、開閉の違中でトレーび 
止まり 、 「TRAY ER 阿」び表示されます。原因を取0 
除いてか5日 PEN / CLOSE ボタンを巧せば、トレーは 
元の位置に戻ります。 

本機はマイコンを使用しておりまずので、外部か6の雑音 
やノイズ等によって正常な動作をしなくなることがありま 
ず。このよラな場合は一旦電源を切り、約1分後におめか 
5操作してぐださい。 


ブ □ック. ダイアグラム 
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仕様 


再生可能ディスク 

SACD 、 CD 、 CD - R 、 CD-RW 


—般 

電源 . 1日日 VAC 日日-目日 Hz 

消費電力 . 29 W 

がお寸法 ( WxHxD 、 突起部含まず） 

本体 . 44曰 mmx ] 己 8 mmx 42 日 mm 

電源部 . 24日 mmx ] 己 8 mmx 42日 mm 

質量 

本体 .28 k 呂 

電源部 . 1 6 kg 

許容動作温度 . 十巳で〜十3已で 

許容動作湿度 . 日％〜8日％(結露のないこと) 

許容保管温度 . 一2日で〜十已已で 


デジタル出力 

IEEE 1 394 X 2 系統 
XLRX 1 系統 

ES - LINK 出力時：し R ， じ SW . LS . RS の目端テを使巧 
Dual AES 出力時：し R の2端テを使用 
XLR 出力時： L / R 端子を使巧 

RCAX ] 系統 （ L / R 端テを使用） 

RCA ( N 日 RMAL)X ] 系統 

現時点では、 RCA の C/SW 端デと LS/RS 端子からはデジタル音声 
を出力しません。 ES-LINK 対応機器び接続されていない場合は、 
XLR の C/SW 端モとに/ RS 端子からもデジタル音声を出力しません。 
将来、ノ（ージョンアップして DVD オーディオの再生び巧能になる 
と、 DVD オーデイオのマルチチヤンネルのデジタル音声を出力で 
をるよラにな0ます。 


ワードシンク入カフオーマット 

端テ . BNCX 1 

入力可能周波数（矩形波） 

44.1 kHz 、48 kHz 、88.2 kHz 、 目目 kHz ' 

1日日 kHz 、 17目. 4 kHz 、192 kHz 

入カレベル . 4.已 Vp - p /7 已〇 

ワードク□ック入力周波数レンジ 

IN モード . ±1已 ppm 

Rb IN モードは、ルビジウム発振器などの超高精度ク 
□ック用です。 


付属品 

電源コード X] 

DC 電源接続コード 
リモコン ( RC -98 己） X] 
リモコン巧乾電池禅 3) x 2 本 
フエ J レト X 8 枚 
取扱説明書 X ] 

ご愛用者カード XI 


J 曰 TA は電子情報技術産業協舍規格に定め5れた測定法に 
よるちのです。 

仕様及びが観は改善のため予告なく変更することびあります。 
取扱説明書のイラストび一部製品と異なる場合びあ0ます。 
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保 SE とアフターサービス 


■保証書 

保証書はご愛用者力ードと引を換えに凳巧いたしまず。添 

付のご愛用ちカードに必要事項を御記入の上、速やかにお 
送りください。保証書び届さました5、保証内容をご確認 
の上、大切に保管してください。 

保証期間はお買い上げ曰か5—年です。 

■補修用性能部品の保有期間 

当社は、この製品の補修用性能部品(製品の機能を維持す 
るために必要な部品)を製造打ち切り後8年間保有していま 
す。 

■ごす明な点や修理に関ずるご相談は 

修理に関するご相談、並びにご不明な点は、お買い上げの 
販売店または弊社サービス部門(裏表紙に記載)にお問い含 
わせ < ださい。 


修理の際ご連絡いただきたい内容 

型る： SA 仁 D / CD トランスポート P -01 
お買い上げ曰： 

販売店る： 

お客様のご連絕巧 

故障の状況(できるだけ詳しく） 


■廃棄ずるときは 

本磯を廃棄する場合に必要になる収集費などの費用は、お 
客様のご負担になります。 


■修理を依頼されるとさは 

3色ぺージの「困ったときは」に従って調べていただき、な 
お異常のあるときは使用を中止し、必ず電源プラグをコン 
セントから抜いて、お買い上げの販売店または蝶社ヴービ 
ス部門にご連絡ください。 

なお、本体の故障わしくは不具合により発生した付随的損 
害(録音内容などの補償)の責についてはご容赦ください。 

保証期間中は 

修理に際しましては保証書をご提示ください。 

保証書の規定に従って、修理させていただをます。 

保話期間が過ぎているときは 

修理すれば使用できる場をは、ご希望により有料にて修理 
させていただ定ます。 

修理料金の仕組み 

技術料：故障した製品を正常に修復するための料金です。 

測定機等の設備費、技術者の人件費、技術教育 
費び含まれています。 

部品代：修理に使用した部品代金でず。 

その他修理に付帯する部材等を含む場含ちあり 
ます。 

出張料：製品のある場所へ技術をを派遣する場をの費用 
です。 


分解-改造禁止 

この機器は絶対に分解-改造しないでください。 

この機器に巧して、当社指定のサービス機関!^:>(がによる 
修理や改造び行われた場合は、保証期間内であってわ保 
証巧象がとなります。 

当社指定のサービス機関政がによる修理や改造によって 
この機器び故障または損傷したり、人的-物的損害び生 
じてわ、当社は一切の責任を負いません。 


音のエチケット 

楽しい音楽わ、場含によっては大変気 
になるわのです。静かな夜間には小さ 
な音でちよく通り、隣近所に迷惑をか 
けてしまラことびおります。 

適当な音量をむびけ、窓を閉めた〇へッドホンを使用 
するなどして、お互いに快適な生活環境を守りましょ 
ラ。 

このマークは音のェチケツトのシンボルマークでず。 
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株式会社テイアックエソテリックカンパニー 

干] 8日-8己已〇東京都武蔵野市中田; [3-7-3 http :// www . teac . co . jp/av 


この製品のお取り扱い等に関ずるお問い合わせは 

AV お客様相胃炎室までご連絡ください。お問い合わせ受付時間は、 

±•日-祝日■脾社休業日を除く 9:30 〜 1 を日日/ 13:00 〜 17: 日日です。 

AV お客様相談室 

査 S 0570 -000-701 

一般電話■公衆電話からは市内通話料金でご利用いただけます。 


干1 80-8550 東京都武蔵野市中町 3-7-3 

電言舌： 0422-52-5091 / FAX :日422-已2-己194 


故障-修理や保守についてのお問い合わせは 

ティアック修理センターまでご連絡ください。 

お問い合わせ受付時間は、± •曰•祝日-蝶社休業日を除く 9:3日〜17:00でず。 

ティアック修理センター 

巧 0570 •000-501 

一般電話.公を電話からは市内通話料金でご利用いただけます。 


干1 90- 1232東京都西多摩郡瑞穂町長岡 2-2-7 
電言舌： 042-已己目-228日/ FAX :日42-已已 6-2281 


♦ナビダイヤルは全国どこか5お掛けになってを市内通話料金でご利巧いただけます。 
携帯電話- PHS • 自動車電話などか5はナビダイヤルをご利用いただけませんの 
で、通常の電話番号にお掛けください。 

♦新電電各社をお使いの場合はナビダイヤルをご利用いただけないことびあります。 
その場合はご契約されている新電電各社へお問い含わせいただくか、通常の電話蚕 
号にお掛けください。 

♦住所や電話番号は、予告なく変更する場をびあります。あらかじめご了承ください。 
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